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紀陽銀⾏ ポジティブインパクトファイナンス 2026 年 5 ⽉ 22 ⽇ 

⻄⽥製綱所グループ サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト︓⽥中 ⿇実 

 
格付投資情報センター（R&I）は紀陽銀行が西田製綱所グループに対して実施するポジティブインパクトファイナ

ンスについて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に
適合していることを確認した。 

R&I は別途、紀陽銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る1。今回のファイナンスに関して紀陽銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が本件に適
用されていることを確認した。 

紀陽銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 西田製綱所グループ 

（株式会社西田製綱所、株式会社寿製綱所） 

所在地 大阪府貝塚市 

設立 1932 年 2 月（西田製綱所） 

1948 年 6 月（寿製綱所） 

資本金 1,800 万円（西田製綱所） 

5,400 万円（寿製綱所） 

事業内容 ①ワイヤロープの製造・販売、②鋼線の製造・販売 

売上高 1,780 百万円（西田製綱所/2025 年 10 月期） 

1,231 百万円（寿製綱所/2025 年 9 月期） 

従業員数 28 名（西田製綱所/2025 年 10 月時点） 

28 名（寿製綱所/2025 年 9 月時点） 

 

(2) インパクトの特定 

紀陽銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階において
発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。また、
当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性について、持続可能な開発ソリューシ
ョンネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

紀陽銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジティブ
インパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、紀陽銀行が掲げる重点課題
（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 
12025 年 3 月 31 日付セカンドオピニオン「紀陽銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/03/news_release_suf_20250331_jpn_10.pdf 
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① 創業 90 年を超えるノウハウの蓄積を基盤とした新製品開発による持続可能な産業活動への貢献 

インパクトの種類 社会経済面におけるポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「零細・中小企業の繁栄」「インフラ」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 【高品質なワイヤロープ製造ノウハウを活かした新製品の開発、販売の推進】 

・材料・表面処理等技術力を活かした製品開発 

・協力企業との関係性構築 

・既存分野から新分野・新用途まで、耐久性、信頼性等機能を高めた製品価値

を拡大 

目標と KPI ・西田製綱所グループにおいて 2029 年 10 月末までに 1 製品、2032 年 10 月

末までに 1 製品の新製品を開発、販売 

 

② 環境に配慮した製造と経営 

インパクトの種類 自然環境面におけるネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「廃棄物」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 【環境負荷軽減に向けた取り組みの推進】 

・工程内検査の強化や作業標準の整備等を通じた材料ロスの削減（歩留向上、

不良品の削減）※鋼材ロス率（%）＝鋼材ロス量/鋼材投入量×100 

目標と KPI ・西田製綱所グループにおいて鋼材ロス率※（鋼線およびワイヤロープ）の低減

（不良品含む）：2030 年 10 月末までに、直近期の 20%以上、2032 年 10 月

末までに、直近期の 40%以上低減 

（直近ロス率：鋼線 2.6%、ワイヤロープ 6.8%） 

 

③ 働きやすい環境整備と若年者雇用の推進 

インパクトの種類 社会面におけるネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「健康および安全性」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 【若年者の雇用および従業員育成の推進】 

・様々な従業員が働きやすい制度の整備 

・従業員エンゲージメントの向上 

目標と KPI ・西田製綱所グループにおいて残業時間の削減：直近期対比で、2030 年 10 月

末までに、6 時間/月以上、2032 年 10 月末までに、10 時間/月以上の削減 

（直近期残業時間：24.5 時間/月） 
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(4) モニタリング 

紀陽銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

以 上 


